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（公財）日本豆類協会

生産流通情報

令和2年産雑豆の収穫量と
令和3年産雑豆の作付指標面積について

●1．令和2年産雑豆の収穫量	 ●
　農林水産省大臣官房統計情報部では、令和3年2月26日付けで「令和2年
産小豆、いんげん及びらっかせい（乾燥子実）の収穫量」について公表し
た。ここではその調査結果から雑豆に関する部分を抜粋して、下記のとおり
紹介する。

（1）小豆（乾燥子実）
①作付面積
　全国の作付面積は2万6,600haで、前年産に比べ1,100ha（4％）増加した。
これは、主産地である北海道において、他作物からの転換があったためであ
る。

②10a当たり収量
　全国の10ａ当たり収量は195kg で、前年産を16％下回った。これは、主
産地である北海道において、登熟期の高温により粒の肥大が抑制されたこと
に加え、収穫期の降雨による被害粒が発生したためである。
　なお、10ａ当たり平均収量対比は、89％となった。

③収穫量
　全国の収穫量は５万1,900ｔで、前年産に比べ7,200ｔ（12％）減少した。
　なお、都道府県別の収穫量割合は、北海道が全国の94％を占めている。

（2）いんげん(乾燥子実)
①作付面積
　全国の作付面積は7,370haで、前年産に比べ510ha（7％）増加した。これ
は、主産地である北海道において、他作物からの転換等があったためである。
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②10a当たり収量
　全国の10ａ当たり収量は 67kgで、前年産を66％下回った。これは、主産
地である北海道において、登熟期の高温により粒の肥大が抑制されたことに
加え、収穫期の降雨、日照不足による着色不良等の被害粒が発生したためで
ある。
　なお、10ａ当たり平均収量対比は、35％となった。

③収穫量
　全国の収穫量は4,920ｔで、前年産に比べ8,480ｔ（63％）減少した。な
お、都道府県別の収穫量割合は、北海道が全国の95％を占めている。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 小豆の 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図２ 令和２年産小豆の都道府県別収穫量及び割合 

図３ いんげんの 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図４ 令和２年産いんげんの都道府県別収穫量及び割合 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 小豆の 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図２ 令和２年産小豆の都道府県別収穫量及び割合 

図３ いんげんの 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図４ 令和２年産いんげんの都道府県別収穫量及び割合 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 小豆の 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図２ 令和２年産小豆の都道府県別収穫量及び割合 

図３ いんげんの 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図４ 令和２年産いんげんの都道府県別収穫量及び割合 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 小豆の 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図２ 令和２年産小豆の都道府県別収穫量及び割合 

図３ いんげんの 10a 当たり収量及び収穫量の推移 図４ 令和２年産いんげんの都道府県別収穫量及び割合 図1　小豆の10a当たり収量及び収穫量の
推移

図3　いんげんの10a当たり収量及び収穫
量の推移

図2　令和2年産小豆の都道府県別収穫
量及び割合

図4　令和2年産いんげんの都道府県別収
穫量及び割合
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●2．令和3年産雑豆の作付指標面積（北海道）	 ●
（1）小豆
　北海道産小豆類の作付拡大と安定供給が求めれているなか、JA北海道中央
会等により令和３年産の作付指標面積が昨年より400ha減の22,100haに定
められた。
　小豆については、新型コロナの影響を強く受け、消費が減少しており、令
和2年雑豆年度末で1年以上の在庫が発生することが見込まれている。一方、
小豆の作付け指標作付面積については、平成28年産の大不作・供給不足によ
る需要の喪失を受け、平成29年産以降、作付け拡大による供給量の増大、海

表1　令和2年産小豆（乾燥子実）の作付面積、10a当たり収量及び収穫量

表2　令和2年産いんげん（乾燥子実）の作付面積、10a当たり収量及び収穫量

表3　小豆及びいんげんの作付面積、10a当たり収量及び収穫量の推移

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

表１ 令和２年産小豆（乾燥子実）の作付面積、10a 当たり収量及び収穫量 

表２ 令和２年産いんげん（乾燥子実）の作付面積、10a 当たり収量及び収穫量 

表３ 小豆及びいんげんの作付面積、10a 当たり収量及び収穫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

表１ 令和２年産小豆（乾燥子実）の作付面積、10a 当たり収量及び収穫量 

表２ 令和２年産いんげん（乾燥子実）の作付面積、10a 当たり収量及び収穫量 

表３ 小豆及びいんげんの作付面積、10a 当たり収量及び収穫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

表１ 令和２年産小豆（乾燥子実）の作付面積、10a 当たり収量及び収穫量 

表２ 令和２年産いんげん（乾燥子実）の作付面積、10a 当たり収量及び収穫量 

表３ 小豆及びいんげんの作付面積、10a 当たり収量及び収穫量の推移 
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外産に流れた需要の回復を行ってきた経過にある。
　こうした経緯を踏まえ、令和3年産の作付け指標面積については、令和2年
産の作付け実績見合いで設定することとされた。

（2）いんげん
　北海道産いんげんの令和3年産の作付指標面積は、菜豆等として、金時、
手亡、えん豆等をまとめて昨年より120ha増7,181haとされた。

表4　令和3年産雑豆の作付指標面積（北海道）

２ 令和３年産雑豆の作付指標面積（北海道） 

（１）小豆 

北海道産小豆類の作付拡大と安定供給が求めれているなか、JA 北海道中央会等により令

和３年産の作付指標面積が昨年より 400ha 減の 22,100ha に定められた。 
小豆については、新型コロナの影響を強く受け、消費が減少しており、令和２年雑豆年

度末で１年以上の在庫が発生することが見込まれている。一方、小豆の作付け指標作付面

積については、平成２８年産の大不作・供給不足による需要の喪失を受け、平成２９年産

以降、作付け拡大による供給量の増大、海外産に流れた需要の回復を行ってきた経過にあ

る。 
こうした経緯を踏まえ、令和３年産の作付け指標面積については、令和２年産の作付け

実績見合いで設定することとされた。 
 

（２）いんげん 

北海道産いんげんの令和３年産の作付指標面積は、菜豆等として、金時、手亡、えん豆

等をまとめて昨年より 120ha 増 7,181ha とされた。 
 

表４ 令和３年産雑豆の作付指標面積（北海道） 
    単位：ha 

区  分 
２年産 

実績面積 

３年産 

作付指標 
    備  考 

雑 小豆 22,027 22,100  

豆 菜豆等 6,975 7,181 えん豆等を含む 

＊ ２年産実績面積は、道内農協からの聞き取り値の集計 


